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ー

化シ ス テ ム の 分析
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1）はじめに

新 聞は マ ス ・コ ミュ ＝ ケ
ー

シ ョ ン の 代表格 に位置づ けられ るメデ ィア と言 っ て よい
。

ニ ュ
ー

メディア の 台頭や入権意識

の 高まりに よっ て露呈 したジャ
ー

ナリズ ム の 不信に直 面し、憂慮 す べ き課題も抱えて い るが、言論機 関として依然ドミ

ナ ン トで あることに疑い は ない 。だか らこそ、ジ ェ ン ダー構造に深く取り込まれ て い る実態は深刻 で あり、社会 の ジ ェ

ン ダ
ー

構成 に 与える影響も また 計 り知 れ ない 。

新 聞の ジ ェ ン ダ
ー

に 関す る問題 は 、新聞制作の 根幹となる取材・編集とい っ た 作業が 記者の 経験や ノウハ ウなどに

負う部 分 が 非常 に大きい こ とか ら、これまで 記者 の個人的能力 の レ ベ ル で 論じられ ることが多か っ た。しか し、実は極

め て 制度的なレ ベ ル で 問題 が根付 い て い ることを、こ の 報告 で は 指摘 して い きた い
。

ニ ュ
ー

ス 制作者と取材 シ ス テ ム

の 二 つ の 点か ら検証す る。

2）ニ ュ
ー

ス 制 作者

【記者の 組 織構 造とジ ェ ン ダー】

　日本新聞協会が 調 べ た女性記者数 の推移 は、ここ 20年間 で 10 倍以上とい うめざましい 伸びを見せ て い る e しかし

なが ら90年代後 半、景気低迷下 で の 記者 総数の 横這 い 状態を勘案して も、伸び は やや勢い を失 っ て い る。1997年

度 の 記者総数 に 占め る女性 の 割合 は 9，5％ で わず か 1割 にも届 い て い ない 。さらに、最近 20 年 間の 新規採用者数

か ら女性の 占め る割合を算出すると、80年代後半に2割台 に乗 り、90年代前半 に は新規採用者 の 約 4分の 1まで割

合を増す が 、後半に再 び低下をたどっ てい る。新規採用者数全体の枠が 小 さくな っ て い る中 で 、さらに 女性割合が

低下 して い る現状をみ ると、約1割とい う現在 の 数字が ガ ラス の 天 井となっ て しまう危 険性 が あ る。 新聞社組織内 の 男

女 比 は 、人 数だけで なく年齢構 成 にも大 きな違 い が 表 れ て い る。新聞協会 に よると1997年 の 新 聞・通信社 の 年齢段

階別従業員数は女性 は25 − 29 歳が最も多く、勤続年数は 5 − 9年で あ る 。 男性 は 50 − 54歳 が最も多 い が 、年代を

通 して安定的な割合を保っ て い る。おそらく管理職に就くで あろう勤続 25年 以上をみると、そ の うちの 女性 比はわず

か 1％ で ある。女性は約 半数が20 代 で、7割 以上 が40 歳未満で あるの に 対し、男性は40 歳以上が 半数以上を占め

る。すなわ ち、新 聞社組織 内で 女／男 の 関係を代表す るの は 「若い 女性 」と「中高年男性 止 い う関係 で あり、役 の つ

かない 平社員と管理役割を担う社員 の 関係 で ある。

　 記者 の 配置をみ ると、「女性記者と言えば家庭面 」とい う時代 はさす が に終わっ た。政治部、経済部などの 硬派部

門 へ の 配 属 も珍 しくなくなっ たし、警察回 りを担当す る社会部 に も配属され るように なっ た 。 そ れ でも、女性記者の 偏

在は引き続い て い る 。 特に政治部、そ れから専門性の強い 科学、運動 、写真部 に女性 が 際立 っ て 少な い
。 政治部

へ の 配属は 5年前にゼ ロ で あっ た 日経が 1人を置い たように （1998 年 4月現在）、一応どの 社も女性を配置するよう

に は な っ たもの の 、人 数 的な変化 は あま り見 られ ず 、い ぜ ん、学 芸 ・文化・婦 人部門に女性 の 多くが 配 置され て い る

現状 が うか が える。こ れ らの 傾 向か ら読 み とれ ることは 、専門性 の 高い 部署と、記者クラブ制度が確 立 し、ニ ュ
ー

ス ソ

ー
ス への 依存性 の 高い 硬派部門 の 部署ほど女性 の 配置され る割合が低い とい うことだ。硬 派ニ ュ

ー
ス は時間を争う

ニ ュ
ース が 多く、新聞紙面 の 中でもイン パ クトを持ち、他 の ニ ュ

ー
ス に優先され る場合が 多い 。

【記者 の 生活 が規定するジェ ン ダー】

新闇社組織 の 女性割合が圧倒 的 に低い ことは もちろん だ が 、記者 の 生活 が ジ ェ ン ダ
ー

を規 定 して い る点 に も注 目

す る必 要 が ある。女性 は 量 的に マ イノリテ ィ に 押 し やられ て い るだ け で は な く、生 き方 そ の もの の （男性化〉を 強 い ら

れ て い る 。

一
般紙 の 多くは朝 夕刊を発行 して おり、午後 1時ごろ、午前2時ご ろ2度の 締め切 り時間を抱えて い る 。 この ため締

め切り時間を中心 とした 労働形態となりが ちで 、長 時間勤務、不 規則時聞勤務が余儀なくされ て い る。新聞協会が9

4 年 に まとめ た 「新閲 記 者ア ン ケート」に よると、「現在 の 仕事 に 対 し、何か 不満をもっ て い ます か 」（複数回答可）の 問
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い に対し、5L9 ％ が 「仕 事に追われ 、余裕 が ない 」を挙 げ不満の トップ になっ て おり、「各 部 の 縄張り意識 が 強く、総

合的な仕事や新分 野 の仕 事が で きない 1（28．4％ ）に 次い で 三 位が 「時間が 不 規則だ 亅（26．2％ ）に なっ て い る。女性

だ け を見 ると「仕事に 追わ れ …
」が59．6％ で

一
位、「時間が不 規則だ 」が30，1％ で 二 位と男性 に 比 べ 、特 に 高 い 割合

を示 して い る。

長時間拘 束は特 に、政治部、社会部 の 警 察・司法担 当などに著 しい 。い わゆる夜討 ち、朝駆 けが習慣化 して い る

ためで 、各社 とも「連 日朝回り
・夜回りをやるとこ ろで 、家で寝る時間は平均四時間、あとは車の 中で寝たり、昼間仮眠

して 稼 い で い ます。土 日もべ
っ たり休 めることはなく、結局、自分が担当 した分野 は全部責任を持っ 」

aL
「普段の 睡

眠時間が平均五 時間ほ ど。忙しい 時は 三 、四 時間、ひ どい 場合は
一

時間を切るこ ともあり、睡 眠不 足 が春夏秋冬を

問わず一番の悩みだ尸 と状況 は変わらない 。

こうした取材の あり方 は 当然、記者 の 生活を大 きく規 定す る 。 子 供や老人 の 世話をしなけれ ばならない ような家庭

責任を持 つ 生活との 両立 は まず 不 可 能 に なる 、 実際 の 記者 の 生 活実態を前 出の ア ン ケ
ー

トか ら見 ると、男性 の 7割

が結 婚して い るの に 対し、女性 は2割 に過ぎな い 。子供 を持 っ て い る記者 は男性が 6割近 い の に対 し、女性は 1割

にも満た ない 。さらに、結婚 して い る男性記者の 8割の 配偶者が 専業主婦 で ある。有配偶者女性の 就業率が 6割に

の ぼっ て い る昨今、記者 の 配偶者 の 就業率 は 半分 と非常に 低 い 。

これ らの 数字か ら、家事や育児など の家庭責任の負担が女性に集中する現在の社会で は 、 記者の 生活を維 持す

るため に、女性 はで きるだけ家庭責任を持 たない 生活を選 び、男性 は配偶者を専業主婦にす ることによっ て家庭責

任 を逃れ る生活を選ん で い る と見るこ とが で きよう。特 に夜討ち朝駆けを伴う取材 は育児を担う記者に とっ て は まっ た

く成 立 不可能なシス テム で ある。この 手法が新聞 の ニ ュ
ース 制作の 主流を占め て い る限り、家庭責任を担う記者（現

在の社会に お い て は ほ ぼ女性と断 言してもい い だろう）は ニ ュ
ー

ス 制作過程 に 大きなカを及 ぼす ことは で きない 。

【セ クシ ュ ア ル ハ ラス メン トを 誘発 す る労働環境】

記者 が 〈女性 〉で あるが ゆ えに 生 じる不 適合 は 、時間を問題 とす る労働形態だけで は な い 。新聞労連 が 全国組合

員 を対象として96年に行 っ た 「セ クシ ュ アル ・ハ ラス メン ト」に 関するア ン ケ
ート調査結果 では、女性 の 6割が 「セ クハ ラ

を受けたこ とがある 1と回答した。セ クハ ラは本人 が 不快な思 い をす るだけで は な い 。「セ クハ ラを受ける危険がある」

とい う理 由で 、女性 が 持ち場 の 制 限をされ た り、本人 の 意思 に 関わらず重要 な仕事か ら外され た りす ることは多く
eu

、

組織の ジェ ン ダー構造に 少な か らぬ 影響 を与えて い る。上 記 の ア ン ケートで は 女性が セ クハ ラを受けた相手 は f同

僚」の 半数、「直属 の 上 司 」の 4割 弱 、「そ の 他 の 管理職」の 3割に 並 び、「取材先の 相手 」も3割 以 上 に の ぼっ て い

る 。 組織 内外 の こ うしたセ クハ ラを生む土壌 とし て 二 つ の 点 が あげられ る 。

一
つ は、女性 の 組織 内で の 周辺化 された地位 で ある。職場 で の セ クハ ラは性差別意識 にくわえ権力開係 が介在し

て い ることが ほ とん どで ある。従 っ て セ クハ ラの 加害者は 「直属 の 上司・管理職 亅など自分 より社 内的地位が上位 で あ

る場合 が 多く、年齢も被害者 が 「三 十代亘二 十 代 」が ともに 7割 に の ぼ るの に 対 し加 害者 は 「四 十代 」が 7割 、「五 十

代」が 5割強で ある。新聞社組織の 構成が 、前述した ように 「若い 女性」と「中年男性1を柱に成り立 っ て い ることは、セ

クハ ラの 発生状況と深く結び っ く。さらに、女性は 男性向けに構築された組織に適応 しようと努力するため に、〈女性

で あること〉を否定的 に とらえる傾向がある。 特 に育児などを抱える女性は、同 僚や 上司 に 対 し後ろ め た い 気持ちを

抱 い て い ることが多い。
注”

ア ン ケ
ー

トの 自由回答で も「セ クハ ラを誘うような言動 、服装、態度をとらない 」「露出度 を

控えた服装を心がけ、なれなれしい 態度をしない よう気をつ け自己管理 を徹底する 」など、セ クハ ラの 防止 策を女性

の 方に求 め る意見はむ しろ女性 に多 い 。新聞社 組織は、自らを周辺に位 置づ け 自己規制 を働かせる女性 に 対 し

て、男性 は 通常に ふ るまうだ け で十分権力を行使 しやすい構造 に出来上がっ て い る。

もう
一

つ の 土壌 は 、取材先と記者 との 関係 で ある。記 者 クラブ に 立脚す る取材 シ ス テ ム は ニ ュ
ー

ス ソ
ー

ス に優位な

構造 とな っ て い る。他社 より少 しで も 「い い ネ タ」をもらおうとす る記者側と、 情報提供先を任意 に 選 ぶ こ との 出来る

ニ ュ
ー

ス ソース 側 との 間で は、力関係 が 生 じる。さらに 現在の ニ ュ
ー

ス 制作 シス テ ムが 重視するニ ュ
ー

ス ソース は圧

倒的 に 男性が多く、女性記 者 の 場合、「男一女」「ニ ュ
ー

ス ソース
ー

取材者」とい う二 つ の 権力 関係 に縛られ て しまう

の で ある。
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3）制度化 され た 取材シ ス テ ム

【ニ ュ
ー

ス ソ
ー

ス が優位に 立 っ 取材シス テ ム 】

日本 に おけるニ ュ
ー

ス 取材 に は 記者 クラブ 制度 が 大きく関与 して い る 。 官公 庁や主要企業 、 業界団体 の ほ とん どに

記者クラブ が 組織されてお り、一般紙では取材記者の かなりの 割合が 、記者クラブに提 供された記者室を取材 の 前

線基地に して い る。在京の クラブだけで 100 近くに の ぼる。例えば厚生省記者クラブ の 場合、午前十 時頃か らほ ぼ二

時間 お きぐらい に 「投げ込 み 」と言 わ れ る 当 局か らの 資料提 供 が あ る。そ の ほ か に も、担 当者 が クラブ を訪れ説明を

伴う「レクチャ
ー

」、事前に 日時 が 知らされ て い る、もしくは緊急の場合に各加盟社に連絡をしたうえで開く［記者会

見 」などい くつ もの種類の 情報提供がある。当局側 は提供したい 情報の 種類や 目的に よっ て 、提供の 方法を選ぶ。

1996年 、厚生省 で は 記者会 見を含め 年間約 300件、東京都庁 で は 発 表だけで年間300 件、資料配布は 30eO件に

の ぼり、記者 の 多くは これらの 対応 に 時間 の 多くを投入 して い る。

記者クラブを通 じた報道内容はあらか じめ政府当局、あるい は有力財界 の 眼によっ て 選択されたもの が多くを占

め、内容に 関して もイニ シ ア チ ブをニ ュ
ー

ス ソー
ス 側に握られ て い る。公 権力や経済力を持 つ 機 関 に集 中して い る

ニ ュ
ース ソース 側は、情報提供 の 機会を確保 してい るうえ、効果的 に伝 えるための 方法も選択 で きるの で ある。 記者

側も効 率を手 に 入れ ることが出来 るの は 確かだが
za5

、それと引き替え に ニ ュ
ース 選択の 優位性をずい ぶん相手 に与

え て い る こ ともま た事 実 で ある 。
1980年代初め に す で に、一般紙 の 紙 面 の 約 8割が発 表もの に よっ て占め られ て い る

の で は ない か とい う指摘もある。
注 6

【ニ ュ
ース の 収集 の 場 に表れるジェ ン ダ

ー】

　日本の新聞の 取材シ ス テ ム が 記者クラブ に依存して い る実態は、二 つ の 事実を突きつ けて い る。一つ は、記者クラ

ブ を持 つ こ とが で きる権力組織 また は 機 関 は 、自分が ニ ュ
ー

ス ソ
ー

ス に な ることに よっ て 情報 を 操作しやす い 。行政

や経 済の 場 で 支配力を持 つ 存在 が 、さらにその 力を拡大す るこ とがで きる 。 もう
一

つ の 事実 は 、公 的な権力を持たな

い個人や組 織はニ ュ
ー

ス ソース になる機 会 が 極めて少ない こ とだ。新聞社組織は記者クラブ取材に大量 の 人や 時

間やお金を投 入 して お り、そ の 他の 取材網は相対的 に薄い 。コ イン の 表裏の ような事実が 示す の は、支配力を持 っ

層 と持 た ない 層 に よる情報を発信す る機会 の 格差 の 拡大 で ある。
二 つ の 層は ジ ェ ン ダー構造と深く絡み合っ て お り、

男
一t女の 問 の権力関係 の 再生産 に大きく寄与して い る。現在 の 社会 で は、ニ ュ

ー
ス ソ

ー
ス として積極的 に情報を提

供 で きる機会を持 っ た女性が非常に 少ない 。 もちろ ん 、女性が行政や経済に お い て 意志決定権を持 っ 立 場 に就 い

たとしても、その 決定内容に男 ・女とい うジェ ン ダ
ー

要因が図式的 に あて は まるわけで は ない が、情報提供の 手段 を

持 つ ジ ェ ン ダ
ーに 偏りが あるの は事実 で ある。

最近、経済成長 の 陰りなどか ら硬直化 した産業構造の ブ レ
ー

クス ル
ー

として 、組織 に とらわれない 女性の ネットワー

クによる市民運動や NPO 、ボランテ ィア団体などが脚光を浴 び て い るが 、制度化され た 活動 で ない と記者クラブを置

か れ るようなニ ュ
ー

ス ソ
ー

ス に は なりに くく、取 材す る側 とされ る側 との 関係は対等 に な りに くい 。1995年に開催された

北京女性 会議 の 報道 の され方を検証 した村松泰子 と藤原千賀は、政府当局 が 発 表 した施策などの 記事は多か っ た

が，会議の 重要ポイン トで あるNGO フ ォ
ー

ラム につ い て 、全般的 に 実質的内容が乏 しか っ たと指摘して い る。
庄 T

つ まり、現在の 取材体制 で は、男性優位の 傾 向が強 い 従来型 の 組織ほ ど、
ニ ュ

ース ソース としてメディア に能動 的

な アクセ ス をしやすい。すで に述べ た ように女性はニ ュ
ー

ス 制作者 の 記者 か らも疎外され る傾 向があり、ニ ュ
ー

ス 収集

の 場はこうい っ たジニ ン ダー構造に よっ て制度化 されて い るの で ある。

【
“
持ち場

”
によっ て作られ るジ ェ ンダー

認識】

制度化された新 聞社 の 取材体制 は、記者 自身 の 問題意識にも大きな影響を与えて い る。政治部、経済部、社会

部 とい っ た 部署制は縦割 り組織で 他 の 部との 連携が 少なく、さらに部署内 でも記者クラブやその 中で分けられた担 当

領域に よ っ て 記者の 仕事は細分化 され て い る。こうした
“
持ち場

”
の 固定 は 、 記者に とっ て 専門知識を身に つ けやす

い だけで なく、効 率的 に ニ ュ
ース を収集で きる利点がある。しか し一方で は担当外 の ニ ュ

ー
ス に無関心 に なり、セ ク

シ ョ ン 主義を生 み 出す。
“

持ち場
”
す な わ ち 担 当とニ ュ

ー
ス 判断 の 深 い 関係 は 、 村松 らの 前述 の 研究「北京女性会議はどう報道されたか 」に
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示 され て い る。村松らは、朝 日、毎 日、読売 三 紙 の 会期中の 取材体制と記事 の 展開との 関係を調 べ 、生活 家庭 部と

外信部、社会部と3っ の 部か らそ れ ぞ れ 記者を派遣した 毎 日、朝 日に 対 し
、 生活情報部と外報部か らの み派遣した

読売は記事 の 掲載が派遣記者の所属セ クシ ョン である生活面と国際面に集中して い ることがわか っ た 。 さらに、北

京 ・上海の現地支局 へ の 取材依存度が大きか っ た朝日で は、女性間題 へ の 関心とい うより、中国 の 政治体制や中

米・中日関係 とい う観点か ら書い たもの が 目立っ た。

tu

　 また、女性記者による座談会「女性と新聞
一
働くこと、伝えることJで 読売記者の 越村佳代子 が 「例 えば、日本の 衆

議院の 女性議員率は約 二 ・七 ％ 、先進国 中最下位だ、何 で や 、とい う話 は い つ も出 て きて『そ うい うこ とに、現場 の 政

治記者はあまリピ リピリしない 』とい う話 が出て きがちで す 。 かとい っ て、佐藤さん （毎 日の 政治部女性記者）は新聞記

・・者で あっ て ア クティ ビス トではない か ら、毎 日平河 クラブ で 演説してもしょうがない
。 逆 に、そこで 忠実に仕事をこなす

・ことで信用 度を高め て い くとい うことは 厳然た る 事実 で す 」と述 べ て い るの も象 徴的で ある。

醜
こ うした 目の 前の ジ ニ ン

ダ
ー

構造 の 問題性は、政治部、経済部の 記者に とっ ては担当外 で あっ て、ニ ュ
ー

ス の 種類としては
“
持ち場

”
で はな

い の で ある 。 読売 の 政治部記者、木村恭子 も女性議員をお 飾りや人寄せ パ ン ダ的な役割 で しか 見 て 来なか っ たと自

民党を批判 したり、女性が外で働い て い る姿になじん で い ない 年配議員の 無理解を嘆い たりしなが らも、政局 の 動

向を追うの が政治部記者の仕事 で あるこ とを大前提 に して い る。
if1°

　記者の ニ ュ
ー

ス 意識 は
”
持 ちi£

”
に よっ て 制度化され 、個人の視点は表れ に くい しくみ になっ てい る。記者 の ジ ェ ン

ダー
構造を是正す べ くい くら多くの 女性記者を投入 して も、権 力を持 っ 層に厚 く持たな い 層に薄い 、既存の ジェ ン ダ

ー
構造に 立脚した取材 シ ス テ ム が構築され て い れ ば、記者の ニ ュ

ー
ス をめぐるジ ェ ン ダー

認識もや は り既存 の シ ス テ

ム に よっ て 制度化され て い くの で ある。

4）お わりに

ニ ュ
ー

ス の 制作過程 に 目を向けるこ とで 、ニ ュ
ー

ス の 収集とい うゲ
ー

トキ
ーピン グの 最初の 作業が どの ように ジ ェ ン

ダー化され て い るか を検討した。
ニ ュ

ース 制作者を抱え る新聞社組織、記者クラブ制度 に 代 表される取材 シ ス テム が

互 い に関係 しあい なが ら、男性 を中心、女性を周 辺 と位 置づ けるジ ェ ン ダ
ー

構造 に 取 り込 まれ て い る実態 は 根が深

い。今後 は 、こ うした制作過 程の ジェ ン ダーが、ア ウトプ ッ トに どう反映され、社 会 の ジ ェ ン ダー
構成 に い か なる影響 を

及ぼ してい くの か 、そ れ ぞ れ の 過程を結び つ けて検証する必 要が あると考え て い る。

注 1 「座談会・女性 と新聞」『新聞研 究』（No、535、96年 2月 ）の 佐藤千矢 子 ・毎 日新聞記者 の 発 言より
zaz

木村恭子 「政 治記者の 日 々 」田 中和 子 、諸橋泰樹編『ジ ェ ン ダ
ー

から見た新 聞の うらおもて 噺 聞女性学入 門亅』現

代書館、1996
Pt

西郷公 子 「『女性』の 冠を意識する時 」『新闘研 究』No ．451 ，1989 、で は 自分 が 夜 中の 事件現場 に 呼 び 出され な

か っ た こと、木村恭子、前掲論文 で は女性記者 が夜回りに男性 の 記者と同 じように行きた くて も上 司 が 気を使い す
ぎて 早 め に 帰宅を強 い られることが あっ たこ とが 、述べ られて い る。

注 ‘

「座 談会 ・女性 と新 聞」（上掲）で育児休暇後 、経済部に復帰した 石 田美雪・東京新聞記者 は 「夕方以降の突発的

なニ ュ
ー

ス にも対応 で きず 、週末勤務もで きな い e

一
人前の 仕事 が で きない わ け で す。とても後ろめたい 」と心情を

告 白してい る。
th5

広 瀬 道貞『新聞 記 者 とい う仕事』1987 年 、ぺ りか ん 社、　b26
睦6

新聞労連編 『地方紙 の 時代か 』198Q 年 、晩声社 、　p17
t「7

村 松泰 子 、藤原千賀 「北京世界女性会議はどう報道され た か 」『ジ ェ ン ダ
ー

か らみた新聞の うらお もて』1996 、現代

書館
e’e

村松、藤原 、1996、p204
注 9

座談会 「女性 と新聞
一

働くこ と、伝えるこ と」『新聞研究』1998年 2月 号、で は デス ククラス 2人と若 手政治 ・経済部 2

人 の 計4人 の 女性記者と1人の 男性編集委員が、新聞社の 女性記者数の 増加 に 応 じて 論 じられ て きた 「女性記者

の 現在地 」を探るべ く論 じ合 っ た。
tt1°

木村恭 子 、1996、　p282・−300
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